
安 川 悦 子 年 譜

1936年10月 横浜市生 まれ

〔学 歴 〕

1959年3月

1961年3月

1964年3月

1982年6月

〔職 歴 〕

1964年4月

1965年12月

1968年4月

1970年10月

1974年9月

1975年4月

1995年4月

1996年4月

1997年4月

2000年4月

名古屋大学経済学部経済学科卒業

名古屋大学大学院経済学研究科修

士課程経済学専攻修了(経 済学修

士)

名古屋大学大学院経済学研究科博

士課程経済学専攻単位取得満期退

学

経済学博士(名 古屋大学)

名古屋大学経済学部助手

名古屋市 立女子短期大学講師

名古屋市 立女 子短期大学助教授

一橋大学経済研 究所(山 田秀雄教

授)国 内留学(1972年2月 まで)

ロ ン ドン大学 バ ー クベ ッ ク ・コ

レッジ歴史学 科(E.J.ホ ブズ ボー

ム教授)に 留 学(1975年6月 ま

で)

名古屋市立女子短期大学 教授

名古屋市立女子短期大学長

名古屋市立大学人文社会学部教授

(兼任)

名 古屋市立大学入文社会学部教授

名 古屋市立大学大学院人間文化研

究 科教授(兼 務)

〔学 会 ・社会 におけ る活動〕

1985年7月 日本学術 会議第13期 会員

1985年10月

1987年4月

1987年11月

1988年10月

1990年6月

1991年7月

1991年10月

1992年4月

1997年6月

1997年10月

1998年4月

2000年11月

2001年10月

〔主要 な業績〕

1963年1月

1963年3月

1964年3月

1964年5月

1964年11月

1964年11月

1965年5月

1967年10月

日本学術会議経済理論研究連絡委

員会委員

社会思想史学会幹事(2001年3月

まで)

日本学術会議二国間学術交流委員

会派遣(連 合王国)代 表団員

日本学術会議経済理論研究連絡委

員会委員

日本学術会議第14期会員

日本学術会議第15期会員

日本学術会議経済理論研究連絡委

員会委員

社会思想史学会常任幹事

財団法人 ・東海ジェンダー研究所

理事

日本学術会議経済理論研究連絡委

員会委員

社会思想史学会代表幹事

経済学史学会幹事

日本学術会議会員推薦管理委員会

委員

「イギ リスに おけ る労働者教育運

動 の成立一職工学校運動の思想的

背 景」『歴史学研究』272号 、歴史

学研究会編

「トマス ・ホジスキソに おけ る ド

イツ とイギ リス」 『経 済科 学』10

巻3号 、名古屋大学経済学会編

「リチ ャー ド ・カ ーライ ル」 『経

済科学』11巻2号 、名古屋大学経

済学会編

翻訳、ポジスキ ン 「労働 擁護 論」

r世界思想教養全 集5』 河 出書房

新社

「ローラン ド ・デ トローザー と労

働者の教育」 『経済 科学』13巻2

号、名古屋大学経 済学 会編

「1832年の選挙法改正におけ るブ

ル ジ ョアデモ クラ シー と労 働者」

『歴史教育』12巻11号 、歴史教育

研究会編

「イギ リス産 業 革 命 の 労 働 者 」

『商学論集』34巻1号 、福 島大学

経 済学会編

「労働運動 と階級意識一 イギ リス

労働史研究 の旋 回」『思想』520号 、

岩波 書店



1968年2月

1968年2月

1968年12月

1970年1月

1970年3月

1971年7月

1972年3月

1973年9月

1974年1月

1974年3月

1977年3月

1977年3月

1977年12月

1978年3月

1979年3月

「労働運動 と階級 意識」 『名古屋

市立女子短期大学紀要』17集

翻訳、E.J.ホ ブズボー ムr市 民革

命 と産業革命』(水 田洋 と共訳)

岩波書店

「小市民的急進主義 と初期社会主

義」水田洋編 『社会思想史』 有斐

閣

「第3章3、 よろこび としての労

働一 ウィ リア ム ・モ リス」 『講座

・マル クス主 義思想史』 日本評論

社

翻訳、 ラヴェッ ト他 『イギ リス民

衆教育論』(浜 林 正夫 共訳)世 界

教 育学選 集、 明治図書出版

[書評 ・ミッチ ェル 『ロン ドン庶

民 生活 史』、縦 横 無尽 な語 り口」

r図書新 聞』1971年7月12日 号、

図書新聞社

「イギ リスにおけるマルクス主義

の成立一1880-1890年 代 のアーネ

ス ト・ベ ルフ ォ ト・バ ックスの思

想」 『季刊 ・社 会思 想』2巻1号 、

社会 思想社

「書 評 ・ハ リス ン 『近代 イギ リス

政治 と労働運動』」 『歴史学研究』

400号 、歴史学 研究 会編 、青木 書

店

翻訳、 ホブズ ボーム 「労働者階級

の形成」 『季刊 ・科学 と思想』11

号、新 日本出版社

「ハイン ドマ ンと社会民主連盟の

評価 の系譜一 イギ リス労働史研究

の視点」『名古屋 市立 女子短 期大

学紀要』23集

「イギ リスにおけ るアイル ラン ド

問題 と 『社会主義の復活』」 『名古

屋市立女子短期大学紀要』26集

「イ ギ リスの 『性差別禁止法』に

ついて」 『1977・現在 』女性 問題

研究会編

「ジ ョジ フ ・チ ェンバ レンにおけ

る 『改革』 と 『帝国』」『社会思想

史研究』 創刊号、社会思想史学会

編、 ミネルヴ ァ書房

「イギ リスにおけ るアイルラン ド

問題 と 『社会 主義 の復 活』 ・続 」

『名古屋 市立 女子短期大学紀要』

27集

「イギ リスにおけ るアイルラン ド

問題 と 『社会 主義の復活』皿」『名

古屋市立 女子短 期大学紀要』28集

1979年9月

1979年9月

1979年12月

1980年7月

1981年3月

1981年5月

1981年6月

1981年10月

1982年1月

1983年4月

1983年6月

1984年3月

1985年4月

1985年4月

「書評 ・水 田珠枝 『女性解放思想

史』」r女 性解放思想史』出版を祝

う会

「シンポ ・ヨー ロッパ か らの 発

題]『 歴史評論』353号 、歴 史科学

協議会編、校倉書房

「ヨーロ ッパか らの発題一社 会史

・社会運動史 ・社会 思想史 」r歴

史評論』356号 、歴 史科 学 協議会

編、校倉書房

『エ ンゲルス ・イギ リスにおける

労働者階級の状 態』(浜 林正 夫 、

鈴木幹久共著)有 斐 閣選書

「民衆運 動の昂揚 とr社 会主義』」

『名古屋 市立 女子短期大学紀要』

30集

「『家庭』観の転回 と家政学」高橋

春子編 『女性 の自立 と家政学』法

律文化社

「書評。村 岡健次 『ヴィク トリア

時代の政 治 と社会』」『史学雑誌』

90編6号

「第7章 、イギ リスにおけ る階級

闘争史研究」林基監修 『階級闘争

の歴史 と理論1』 青木書店

『イギ リス労働運動 と社 会主義一

「社会主義の復活」 とその時代の

思 想史 的 研 究 』御 茶 の 水 書房 、

(第5回 、 日本労働協会 労働関係

図書優秀賞受賞)

「1880年 代 の アイル ラ ン ド ・ナ

シ ョナ リズ ム」宮本憲一他編r市

民社会の思想』御茶 の水書房

「書評 ・セ ンメル 『社会帝 国主義

史』」『エ コノ ミス ト』1983年6月

14日 号、毎 日新 聞社

「1880年代のアイル ラン ドナシ ョ

ナ リズ ムーM.ダ ヴ ィッ トに お け

るナ ショナ リズムとインタナシ ョ

ナ リズム(1)」 『名古屋市立女子

短期大学紀要』33集

「1880年代 の アイル ラン ド ・ナ

シ ョナ リズ ムーM.ダ ヴ ィッ トに

おけるナシ ョナ リズ ムとイ ンタナ

ショナ リズム(2)」 『名古屋市立

女子短期大学紀要』34集

「書評 ・TakaoMatsumura,The

LabourAristrocracyRevisited:

TheVictorianFlintGlassMak-

ers185D-80」,『 経済研究』36巻

2号 、一橋大学経済研究所編、岩

波書店



1985年12月

1987年2月

1987年4月

1987年4月

1988年7月

1989年3月

1989年6月

1990年3月

1990年3月

1990年12月

1991年1月

1991年5月

1992年3月

1993年2月

1993年3月

「女性労働の歴 史的 意味」 『人 間

と文化』三愛新書

「新たな 『平等』をめざ して」 名

古屋市勤労婦人セ ンター編 『名古

屋の働 く女性たち』 名古屋市

『民 主主 義 と差 別 の ダイ ナ ミズ

ム』(安 川寿之輔 と共著)明 石書

店

「分業 と人間性一 イギ リス産業革

命期を素材 と して」西川正夫、小

谷注之編 『現代歴史学入 門』東京

大学出版会

「書評、松尾太郎 『アイル ラン ド

と日本』」『土地制度史学』120号 、

土地制度史学会編

「イギ リス社会主義をめ ぐる二つ

のオル タナテ ィヴ」 『ロバ ア ト ・

オ ウエン協会年報』XIII、 ロバ ァ

ト・オウエ ン協会編

翻訳、 ホブズ ボーム 『素朴な反逆

者 たち』水 田洋、堀田誠三共訳、

社会思想社

『19世紀イギ リス労働史 におけ る

セクシズ ムとフェ ミニズ ムの研究

一 「労働の権利」 と 「労働の平 等」

の思想的系譜 』(文 部 省科学 研究

費報告書)

「『家族』思想の現 在」 『生活文化

研究』1集 、名古屋市立 女子短期

大学生活文化 研究 セ ンター編

「第1章 、パラダイムの転換一経

済学におけるパラダイムの転換」

中 田照子他共 著r消 費す る社会 と

消費 される生活』 ユニテ

「書評、一番 が瀬康子 『女性解放

の構図 と展 開』」『歴史学研究』61

5号、歴 史学研究会編

『社会思想史へ の招待』水 田洋、

安藤隆穂共編 、北樹 出版 、 「第8

章、帝国主義、社会主義、ナ シ ョ

ナ リズム」

翻訳 ・ビーチ 「労働 の定義を再検

討する一 ジ ェンダー と労働」 『生

活文化研究』3集 、名古屋市立女

子短期大学生活文化研究 センター

編

『アイル ラン ド問題 と社会主義一

イギ リスにおけ る 「社会主義の復

活」 とその時代の思想史的研究』

御茶 の水書房

翻訳 ・ビーチ 『フェ ミニズ ムと労

働一女性労働 と差別 』(高 島道 枝

1993年4月

1993年6月

1993年9月

1993年9月

1993年9月

1993年9月

1993年12月

1994年5月

1994年6月

1994年10月

1995年3月

1995年3月

1995年7月

1996年1月

1996年1月

と共訳)中 央大学出版 部

「家事労働の経 済学 的位置 」 『日

本婦人問題懇話 会会報』53号 、 日

本婦人問題 懇話会編

「家事労働 の経 済学一そ の社 会化

の行方」 日本生活学会編 『講座 、

生活学4、 生活経済論』光生館

『女性差別 の社会思想史一増補 ・

民主主義 と差別 の ダイ ナ ミズ ム』

(安川寿之輔 との共著)明 石書店

「書 評 、Tsuzuki,ed.,Robert

OwenandtheWorldofCo‐op-

erasion,Tokyo,1992.」 『社会思想

史研究』17号 、社会思想史学会編

「日本 にお け る現代家 族 観 の 展

開」水 田珠枝他共著 『女性の解放

・社会の解放』ユ ニテ

「フェ ミニズ ムとマル クス主義一

『家 族』 と 『労働 』 の意 味 を め

ぐって」 『社 会思 想史 研究』 社 会

思想史学会年報編集委員会編,北

樹出版

「現代フ ェ ミニ ズ ムと女性労 働」

『岐阜経 済大学論集』27巻3号 、

「解説 ・古典 としての 『女性解放

思想史』」 水田珠枝 『女 性解放 思

想史』 ち くま学芸文庫

「書 評、水 田洋 『ク リテ ィカル

に』]『図書新 聞』1994年6月25日

号、図書新 聞社

「日本型企業社会 と家族の問題」

社会政策学会 『社会政策叢書』編

集委員会編 『日本型企業社会 と社

会 政策』啓文社

「科学研究に おけ るジェンダーの

問題」『名古屋市 立女 子短 期大 学

紀要』54集

「近代科学 とフ ェミニズ ムー ジェ

ンダー偏在 とジ ェンダー偏見の構

造」『生活文化研究』6集 、名古屋

市立女子短期大学生活文化研究セ

ンター編

「書評、伊 田広行 『性差 別 と資本

制』」『季刊 ・家計経済研究』27号 、

家計経済研究所編

「J,S,ミルか らC.P.ギ ルマ ンヘー

近代 フェ ミニズ ムの展 開」 『講 座

世界史7-「 近代」を人は どう考

えてきたか』歴史学研究会編、東

京大学出版会

「戦後 高等教 育 の ジ ェンダ ー 構

造」『季刊 ・女子教育 もんだい』66



1996年3月

1996年4月

1996年4月

1996年11月

1997年3月

1997年3月

1997年3月

1997年4月

1997年4月

1997年11月

1997年7月

1997年10月

1997年11月

号 、女 子 教 育 も ん だ い編 集 委 員 会

編 、労 働 教 育 セ ン タ ー

「近 代 民主 主 義 と女 性 」 『歴 史 地

理 教 育』545号 、 歴 史 教 育 者 協 議

会 編

「歴 史 の転 換期 に お け る 女性 と男

性一 日本 の近 代 化 と家族 イ デ オ ロ

ギ ー」r歴 史学 研 究 』683号 、歴 史

学 研 究 会 編 集 、 青 木 書 店

「カ ナ ダ 歴 史 学 会 に 出 席 し て 」

r歴 史 学 研 究 』683号 、歴 史 学 研究

会 編 集 、 青 木 書 店

[書 評 、 伊 田広 行r性 差 別 と資本

制 』」r季 刊 ・家 計 経 済 研 究 』27号 、

家 計 経 済 研 究 所 編Dimand,Dim-

and&Forgeteds.,Womenof

Value,FeministEssaysonthe

HistoryofWomeninEconomics

r経 済学 史学 会 年 報』34号 、 経 済

学 史 学 会 編
'TheFamilyIdeologyinthe

ModernizationofJapan',『 生 活 文

化 研 究 』8集 、 名 古屋 市立 女 子短

期 大 学 生 活 文 化 研 究 セ ン ター編 集

委 員 会

「書 評 、 中 山 章rイ ギ リス 労 働貴

族 』」 『経 営 史 学 』31巻 、4号 、経

営 史 学 会 編

[書 評 、 飯 田鼎 『ヴ ィク ト リア 時

代 の社 会 と労 働 問題 』」r週 刊 読 書

人』1997年3月28日 号

「第7章 、 コ ノ リー」 丸 山敬 一 編

r民 族 問題 一 現 代 の ア ポ リア』 ナ

カ ニ シヤ 出版

「フ ェ ミニ ズ ム と歴 史 学 」r歴 史

評 論 』564号 、歴 史 科 学協 議 会 編 、

校 倉 書房
'IdeologiesofFamilyinthe

ModernizationofJapan',inEast

AsianCulturalandHistorical

Perspectives,HistoryandSocie-

ty/CultureandLiterature,Uni-

versityofAlbarta.

「『女子 』 大 学 ・ 『短 期 』 大 学 ・

ジ ェ ンダ ー」 『季 刊 ・女 子 教 育 、

もん だ い』72号 、 季 刊 女 子 教 育 も

ん だ い編 集 委 員 会 編

「フ ェ ミニ ズ ム とジ ェン ダ ー一 現

代 フ ェ ミニ ズ ム の 課 題 」r日 本 の

科 学 者』32巻 、10号 、

「フ ェ ミニ ズ ム と経 済 学 」 『経 済

学 史 学 会 年 報 』35号 、経 済 学 史 学

会年報編集委員会編

1998年3月 「アイル ラン ド」「イギ リス」,『マ

ル クス ・カテ ゴ リー事 典』(マ ル

クス ・カテ ゴリー事典編集委員会

編、青木 書店

1998年10月 「ア ンペ イ ド ・ワー クを ど うす

る?」 『ウィル』no.4、財 団法人 あ

い ち女性総合セ ンター編

1998年12月 「女性 と入権 、社 会正義 と市 民

権」『ジェンダー研究』創刊号、財

団法人 ・東海 ジェンダー研究所編

1998年12月 翻訳 ・ガイエ 「労働市場 とジェン

ダー一 スエ ーデ ンの場合」 『ジ ェ

ンダー研究』創刊号、財団法人 ・

東海 ジ ェンダー研究所編

1998年12月 翻訳 ・ル イス 「ジェンダーと福祉

一 ヨーロッ パ の大 問題」 『ジ ェン

ダー研究』創刊号、財団法人 ・東

海 ジ ェンダー研究所編

1999年2月 「ナ ショナ リズムと自作農一高橋

純 一 『アイル ラン ド土地政 策 史』

(社会評論社 、1997年)を 読 む」

『社会科学論集』96号 、埼玉大学

経済学会編

1999年6月 「分 業論 再考一 ジ ェ ンダ ー 『平

等』の経済学 を もとめて」 『名城

商学』49巻1号 、名城大学 商学会

編

2000年8月 翻訳 ・ボールズ他編 『フ ェ ミニズ

ム歴史事典』水 田珠枝 と共同監訳、

明石書店

2000年10月rフ ェミニズムの社会思想史』明

石書店

2000年12月 「働 く母 親 の生 活 時 間(Time

Budget)の 研 究一 ペイ ドワ ー ク

とアンペイ ドワークのジェンダー

ギ ャップ」 『ジ ェンダ ー研 究』3

号、財団法人 ・東海 ジ ェンダー研

究所編

2001年2月 「科学研究におけるジ ェンダーの

問題」『男女共同参 画社 会』学 術

会議叢書3、 財団法 人 ・日本学術

協力事業団編集 ・発行

2002年3月(予 定)r「 高齢者神話」の打破』竹 島

伸生共同編著、御 茶の水 書房
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